
平
成
二
十
年
三
月
五
日
提
出

質
問
第
一
四
二
号

一
九
九
九
年
に
キ
ル
ギ
ス
で
起
き
た
日
本
人
誘
拐
事
件
の
際
に
支
払
わ
れ
た
と
さ
れ
る
身
代
金
を
否
定
す
る
政

府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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一
九
九
九
年
に
キ
ル
ギ
ス
で
起
き
た
日
本
人
誘
拐
事
件
の
際
に
支
払
わ
れ
た
と
さ
れ
る
身
代
金
を
否
定
す
る
政

府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
九
九
年
八
月
に
キ
ル
ギ
ス
で
起
き
た
日
本
人
鉱
山
技
師
ら
四
人
が
誘
拐
さ
れ
た
事
件
（
以
下
、
「
日
本
人
誘
拐
事
件
」

と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
際
に
、
日
本
政
府
が
支
払
っ
た
と
さ
れ
る
身
代
金
（
以
下
、
「
身
代
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
一
〇
号
）
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
と
し
て
身
代
金
を
支
払
っ
た

と
い
う
事
実
は
一
切
な
く
、
ま
た
、
外
務
省
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
文
書
か
ら
も
、
御
指
摘
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
さ
ら
に
、
ア
カ
エ
フ
・
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
前
大
統
領
も
、
身
代
金
を
支
払
う
必
要
は
な
か
っ
た
事
案
で
あ
っ
て
、
断
じ
て

払
っ
て
い
な
い
旨
を
述
べ
た
と
承
知
し
て
お
り
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
二
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
八
〇
号
）

八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
先
の
質
問
主
意
書
（
平
成
二
十
年
二
月
十
二
日
提
出
質
問
第
八
〇
号
）
八
で
お
尋
ね
の

『
証
言
』
は
全
く
根
拠
が
な
い
の
で
、
現
時
点
で
、
御
指
摘
の
者
に
確
認
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
、
政
府
と
し

て
「
身
代
金
」
を
支
払
っ
た
事
実
は
な
く
、
現
沖
縄
大
使
の
今
井
正
氏
が
「
日
本
人
誘
拐
事
件
」
発
生
当
時
、
鈴
木
宗
男
内
閣

官
房
副
長
官
の
も
と
を
訪
れ
、
「
身
代
金
」
の
説
明
を
し
、
決
裁
を
求
め
た
事
実
も
な
く
、
キ
ル
ギ
ス
の
国
会
に
お
い
て
当
時

人
質
の
解
放
交
渉
に
携
わ
っ
て
い
た
人
物
が
「
身
代
金
」
は
キ
ル
ギ
ス
の
治
安
当
局
の
人
間
に
よ
っ
て
山
分
け
さ
れ
て
い
た
と

一



証
言
（
以
下
、
「
証
言
」
と
い
う
。
）
し
た
こ
と
は
根
拠
が
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す

る
。

一

「
身
代
金
」
を
支
払
っ
た
事
実
は
な
い
と
す
る
根
拠
に
、
政
府
は
「
政
府
答
弁
書
」
で
「
身
代
金
を
支
払
う
必
要
は
な

か
っ
た
事
案
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
払
っ
て
い
な
い
」
旨
の
ア
カ
エ
フ
前
大
統
領
の
発
言
（
以
下
、
「
ア
カ
エ
フ
発
言
」
と
い

う
。
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
「
ア
カ
エ
フ
発
言
」
は
い
つ
、
ど
の
様
な
場
で
、
誰
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
か
。

二

ア
カ
エ
フ
前
大
統
領
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。

三

二
〇
〇
五
年
三
月
の
政
変
に
よ
り
ア
カ
エ
フ
前
大
統
領
は
失
脚
し
、
そ
の
際
に
同
前
大
統
領
に
よ
る
数
々
の
不
正
蓄
財
の

疑
惑
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
同
前
大
統
領
に
よ
る
不
正
蓄
財
疑
惑
に
つ
い
て
外
務
省
は
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る

か
。

四

不
正
蓄
財
疑
惑
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
ア
カ
エ
フ
前
大
統
領
の
「
身
代
金
」
に
つ
い
て
の
発
言
は
信
用
に
足
り
る
か
。
外
務

省
の
見
解
如
何
。

五

「
日
本
人
誘
拐
事
件
」
の
実
行
犯
か
ら
、
拉
致
さ
れ
た
邦
人
の
解
放
の
条
件
と
し
て
「
身
代
金
」
の
要
求
は
な
さ
れ
た

か
。

二



六

今
井
正
氏
が
「
日
本
人
誘
拐
事
件
」
発
生
当
時
、
当
方
に
対
し
て
「
身
代
金
」
の
説
明
を
し
、
決
裁
を
求
め
た
こ
と
を

は
っ
き
り
記
憶
し
て
お
り
、
今
井
氏
本
人
に
確
認
を
取
ら
ず
に
政
府
が
あ
く
ま
で
「
身
代
金
」
支
払
の
事
実
を
否
定
し
、

「
証
言
」
が
根
拠
の
な
い
も
の
と
す
る
の
は
、
や
は
り
そ
れ
こ
そ
が
根
拠
の
な
い
主
張
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
今
井
氏

が
「
身
代
金
」
の
説
明
及
び
決
裁
の
た
め
に
当
時
の
鈴
木
宗
男
内
閣
官
房
副
長
官
を
訪
ね
た
事
実
は
な
い
の
か
、
今
井
氏
本

人
に
確
認
を
取
る
こ
と
を
再
度
求
め
る
。
そ
の
際
に
は
、
前
回
質
問
主
意
書
で
求
め
た
の
と
同
様
に
、
二
〇
〇
八
年
二
月
五

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
一
号
）
に
「
記
録
を
作
成
し
て
お
ら
ず
お
答
え
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
あ
る
様
な
、
曖
昧
で
不
明
確
な
答
弁
を
避
け
、
正
確
を
期
す
た
め
に
、
�
今
井
氏
に
確
認
を
行
っ
た
人
物
、

�
確
認
を
行
っ
た
場
所
、
�
確
認
の
方
法
、
�
確
認
に
対
す
る
今
井
氏
の
回
答
の
内
容
の
四
点
に
つ
い
て
記
録
し
た
文
書
を

作
成
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
求
め
る
。

七

「
日
本
人
誘
拐
事
件
」
発
生
当
時
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
対
策
本
部
（
以
下
、
「
対
策
本
部
」
と
い
う
。
）

の
本
部
長
を
務
め
た
三
橋
秀
方
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
兼
キ
ル
ギ
ス
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
は
、
「
身
代
金
」
支
払
の
事
実
に
つ

い
て
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

八

松
田
邦
紀
在
イ
ス
ラ
エ
ル
公
使
は
「
対
策
本
部
」
の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
松
田
氏
は
「
身
代
金
」

三



支
払
の
事
実
に
つ
い
て
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

九

「
政
府
答
弁
書
」
に
よ
る
と
、
「
対
策
本
部
」
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
金
額
が
ど
の
用
途
に
対
し
て
費
消
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
「
対
策
本
部
」
に
お
い
て
費
消
さ
れ
た
金
額
は
政
府
予
算
の
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
外
務
省

に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
か
ら
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
対
策
本
部
」
の
支
出

の
詳
細
を
外
務
省
が
把
握
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

十

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
「
証
言
」
に
つ
い
て
の
議
事
録
の
提
供
を
、
在
キ
ル
ギ
ス
日
本
国
大
使
館
を
通
じ
て
同
国
議
会

に
要
請
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
議
事
録
は
得
ら
れ
た
か
。

十
一

外
務
省
は
「
証
言
」
は
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
キ
ル
ギ
ス
に
対
し
て
何
ら

か
の
意
見
を
伝
え
、
抗
議
は
し
た
か
。

十
二

十
一
で
、
何
の
意
見
も
伝
え
ず
、
抗
議
も
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

右
質
問
す
る
。

四


